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1. 目

日本の経済的発展にともない, 日本人の栄養状態も改善され,近年は栄養素の過剰摂取が聞

題になっている反面 ,大学生を中心とする若年層に脚気が発生 していることが明らかにされ1),

潜在的な栄養不足の者も多く存在していることが予想されている。このように,食生活が健康

に強い影響を及ぼすことは明らかであり,食生活の実態を明らかにしようとした多 くの報告が

あるものの,女子大学生を調査対象にしたものは多いが,男子大学生をも調査対象にしたもの

は全んどない。
2),3)

一方アメリカ合衆国の大学生は日本人と比較 し,どのような食生活をしているかについて研

究 したものもなく, 日本人大学生の食生活の問題点を明らかにするために,男子大学生を調査

対象に含む,鳥取大学生の食生活調査を行 うとともに,ア メリカ合衆国ミンガン大学生につい

てもあわせて調査を行い比較検討した。

2.方

調査の方法は質問紙法によった。調査は,鳥取大学では1979年 4月 ～ 5月 , ミンガン大学で

は,1980年 1月 ～ 4月 にかけて行った。調査対象には,鳥取大学では教育学部 1ク ラス,医学

部 1ク ラス,無作為に抽出した寮生の522名 を選び, ミシガン大学においては,SOCIL WORK

の大学院生を中心とする112名 を選んだ。 摂取 した食事の栄養を評価する方法として, 日本栄

養士会による栄養診断法4)を用いた。この方法は実際に摂取 した栄養素の重量を算出して行 う

方法と相関関係が高いと報告されている4)ので,学生の摂取 した食事の評価方法として, この

栄養士会案による栄養診断法を用いた。

3. 調査結果および考察

1)調査の対象。調査票の回収率は鳥取大学で46%, ミンガン大学生では62%で あった。回

答者の内訳を図 1に示 した。

2)食事欠食。男子学生に比べて女子学生の方が朝食をよく摂り5), 居住形態別に比較する
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図 1 調査対象

調査対象を性別,学年,出身地,住居,所属ク

ラブにより分類した。鳥 :鳥取大学学生, ミ:ミ

シガン大学学生を示す。数字は調査人数を表わす。
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図2 男女別朝食摂取頻度

朝食摂取状況を大学別,男女別に表わした。数
字は実際の人数を示す。
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図4 男女別昼食摂取頻度

男女別に昼食摂取状況を表わした。数字は実際
の人数を示す。
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図5 朝食欠食理由

鳥取大学生, ミシガン大学生のうち朝食を摂ら

ないと答えたものについて,朝食を摂らない理由

について調べた。上側 :鳥取大学生,下側 :ミ ン

ガン大学生
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図3 住居別朝食摂取頻度

住居別に分類して朝食綴取状況を表わした。数

字は実際の人数を示す。

と,島根大学では寮生,下宿生に欠食が多い3)が,京都女子大学では寮生に最も欠食者が少な

ぃ6)こ とが 日本では報告されている。 一方アメ リカの青年期の学生では朝食欠食は少な く,

80～ 90%の者が朝食を摂取 していると言われている7)。 今回行った調査でも図 2に示すように

日本の男子学生で朝食を全んど摂らない者が多 くみられた。これを居住形態別にみると, 日米

共に,寮生活者に朝食欠食者が多 く,自 宅通学者には少なかった。京都女子大学での調査では,

寮生活者に朝食欠食者が最も少なかった6)が,本調査ではそれが認められず,大学寮の給食等

に差があるものと思われる。〔図 3〕

昼食欠食は,北九州における調査8)では,男 子学生で高いことが報告されているが,朝食欠

食率よりは低いとされている。一方アタリカでは朝食よりも昼食欠食率の方が高いことが認め

られており7),今回の調査でも同様の結果を得た。〔図 4〕

人   数
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表 1 調査項目間の順位相関係数

SEX Ы V BF LNCE MS IDEA INST HLTH SMK ALCH WUP BED POINT
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・・
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―.33 -.17   .14

.12   .12  -.09
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.36

――.30 -.22    .43
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.09   ,07    .11
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.14   .10  -,34

.05   ,11   .13

-― .20 -.20  -.01

.15   .18  -.26

-― .03 -.11  -.20

.49  -.22

-.03

調査した回答を順位尺度の数字とみなし,ス ピアマンの順位相関係数
10)を

京都大学大型計算機セン

ターのプログラムパッケージSPSS第 8版 11)に より求めた。アンダーラインを付したものは 5%以下

の危険率で有意なものを示す。SEX:性別 (1=男 , 2=女 ),LIV:住居 (1=自宅, 2=ア パート,

3=学生寮),BF:朝食頻度 (1=摂 らない, 2=時 々摂らない, 3=毎 日摂る),LNCH:昼 食頻度

(BFに同じ),MS:夜食頻度 (1三摂らない,2=1～ 2回 1週, 3=3～ 4回 1週, 4=毎 日),

IDEA:食事に対する考え方 (1=バ ランス,2=味 , 3=満腹感, 4=金額),INST:イ ンスタント

食品利用度 (1=使 わない,2=た まに使う, 3=良 く使う),HLTH:健康度 (1=悪い,2=まあ

まあ, 3=良い, 4=非常に良い),SMK:喫煙量(1=0本, 2=1～ 10本 1日 ,3=10～20本 1日 ,

4=20本以上 1日 ),ALCH:飲酒回数 (1=た まに, 2=2～ 3回 1過, 3=4～ 5回 1週, 4=毎
日4=毎 日1週),WUP:起床時間 (1=7時以前, 2=7～ 8時, 3=8～ 9時, 4=9時以降),

BED:就寝時間 (1=22時以前, 2=22～ 24時, 3=24～ 2時, 4=2時以降),POINT:日 本栄養

士会案による診断点数4)(0点～1∞点)

表2 各大学における調査項目間の順位相関係数

SEX LIVI BF LNCH MS IDEA INST HLTH SMK ALCH WUP BED POINT

SⅨ
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LNCH  .26
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鳥取大学学生 (右上半分),ミ ンガン大学学生 (左下半分)における調査項目間の順位相関係数を表 1

の場合と同様に求めた。略号も表 1と同じであるよ
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表 3 朝食頻度の偏相関

LNCH MS IDEA INST HLTH SMK ALCH WuP BED POINT

BY SEX
BY LIVI

BY CLUB
BY SEX,HVI&CLUB

.04  -.23  -103

-.03 -.30 -.04
-.∞  ―.33 -.10

.10  -.23  -.01

――.01  -.36 -.17    .17

-― .07  -.40 -.17    .26

-― .12  -.49 -.27    .37

-.01  =.33 -.15   ,10

.06

.04

.07

-.04

０８

０７

０８

０３

―.19

-― .33
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朝食頻度と相関の高い項目のうち,男女の差, 所属クラブ,住居形態による影響を見るため鳥取大
学生において,表 2で算出した順位相関係数より偏相関係数10)を SPSS第 8版により算出した。略号
は表 1と同じである。

朝食の欠食理由について調べた。〔図 5〕「時間がない」,「めんどうだ」という理由が多 く,

朝食摂取頻度と起床時間の間に有意な逆相関が認められ 〔表 1〕 , 朝遅 く起きる者ほど朝食欠
食者が多いことが認められた。さらに表 2に見 られるように就寝時間との逆相関が鳥取大, ミ
シガン大で認められ,鳥取大ではインスタント食品利用度,たばこ摂取頻度,アルコール飲料

摂取頻度との逆相関が認められた。これらの相関関係について,性別,住居, クラブにより偏

相関係数を求めたが 〔表 3〕 , 性別, 住居, クラブに全んど影響をうけておらず,朝食摂取頻

度と起床時間,就寝時間,たばこ摂取頻度に高い相関を示 している。つまり早寝早起きの者ほ

ど朝食をよく摂っていることが明らかであった。即ち,朝食欠食の理由は,性別,住居,所属
クラブに原因があるのではなく,起床時間に原因があることが明らかとなり,図 5に示 した欠
食理由とよく一致 していた。 ミシガン大学では起床時間が鳥取大学より早 く 〔図 6〕 , それだ

け朝食欠食者が少ないものと考えられる。

昼食欠食者が ミシガン大学生に多いのは,朝食と夕食を充分に食べ,昼食を軽 くすませると
いう欧米の食習慣に原因があると考えられるが,表 2の結果から「栄養に対する考え方」と昼
食頻度に相関が認められ,食習慣のみに起因するものではなく,食事 。栄養に対する関心度に

もその原因があると思われる。 昼食欠食の理由について質問した結果,「節約」 という理由も

多 く,経済的要因もアメ リカの大学生においては考えられた。
3)飲酒。飲酒による交通事故や不法行為等にみられるように,現代青年の重要な栄養問題

の一に,飲酒が上げられる9)。  ミシガン大学生,鳥取大学生の飲酒頻度について調査 した結果
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図6 起床時刻

起床時間の分布を表わした。左側 :鳥取大学生 ,

右側 :ミ シガン大学生。数字は実人数を示す。

図7 飲酒率

一週間にアルコール飲料を飲む回数を男女別,

大学別に示した。数字は実人数を示す。
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〔図 7〕 ,鳥取大学生よりもミシガン大学生の方が飲酒頻度は高 く,特に女子学生でこの差が認

められた。アメリカにおける女性解放運動は近年活発化 しているが,そ のことと女子学生の飲

酒とには関係があるかもしれず,興味がもたれる。

4)喫煙。図 8に示すように鳥取大学の女子学生には煙草を吸うものは全んどなかったのに

比べ,男 子学生では50%以上の学生が吸っていた。それに反 し,飲酒において見 られたのと同

様, ミシガン大学では男女の差は少なく,女子学生にも煙草を吸うものが多かったが,男女共

に,鳥取大学男子学生の比率より少なかった。これは,上述の飲酒頻度における理由の場合と

同じく,ア メリカにおける女子学生の意識が日本の場合と異なっている為と考えられるととも

に,ア メリカで全体的に喫煙率が低いのは,ア メリカでは喫煙の危険性に関心が高 く,多 くの

場所で禁煙処置がとられていることと関係 しているものと思ゎれる。

5)夜食・ 間食について。夜食を摂る者の比率は鳥取大学とミンガン大学で比べてみると,

ほぼ同じであったが,女子よりも男子に摂る者が多 く 〔図 8〕 , 朝食摂取頻度や就寝時間, 健

康状態等 と弱い相関が認められた 〔表 1,2〕 。すなわち夜食をよく摂る者は,朝食欠食をする

傾向があり,就寝時間は遅 く,健康状態は好ましくない傾向があった。間食摂取状況を鳥取大

学のみで調査 したが,男子よりも女子学生のほうが良 く間食を摂っていた。

パーセント

0%     50%     100%

8:7///21///9ヨ    37

31iレ 3//2    12

図8 喫煙率

大学別,男女別に喫煙本数を示した。数字は実

人数を示す。

6)食事の内容。鳥取大学では 3日 間, ミ

ンガン大学では2日 間の食事の内容を記入 し

てもらい,食品別の摂取頻度を各食毎に計算

し,上位10食品を表 4に示した。鳥取大学生

の朝食は,洋風であるものの,昼食,夕 食は

日本風の食品を主としており,御飯,主菜 ,

みそ汁という食事内容が多 く,野菜としては

キャベツが最も良 く利用されていた。一方 ミ

ンガン大学生では,三食共パン食であるが,

昼食では主菜の材料と思われる物が無 く,比

較的軽い食事のようであった。最 も好まれる野菜はキャベツであり,昼食,夕食共に牛乳を飲

む習慣があること,チ ーズも昼食,夕 食に良 く摂取することが認められ,食事の内容は非常に

異っていた。

7)栄養診断点数。日本栄養士会案による各食毎および 1日 全体を 1食 と見なして計算 した

栄養診断点数を図 9に示した。朝食の栄養診断点数は,鳥取大学では非常に低 く,特に男子に
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］
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図9 栄養診断点数の分布

各食毎および1の栄養診断点数を計算 し,得
点の分布を各大学別,男女別に示した。 JMは
鳥取大男子学生, JFは鳥取大女子学生, UM
はミシガン大男子学生,UF Hま ミンガン大女子

学生を示し,0:0点 ,111点 -10点 ,2:11点
-20点 ,3:21点 -30点 ,4:31点-40点 ,5:
41点-50点 ,6:51点 -60点,7:61点-70点 ,

8:71点-80点 ,9:81点 -90点, $:91点 ―

100点の者の分布を示す。MOの欄は,欠損値,

すなわち記入もれのため計算できなかった者の

数を示し, CNTは 欠損値を除いた有効回答者

数を示す。
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低い者が多 く,前述 (図 2)の ように朝食欠食者の多いこと,および表 4か ら推察されるよう

にパン・ コーヒー,卵程度の食事を摂っていること等の原因が推定された。 ミンガン大学生の

場合は鳥取大学ほどは悪 くないが,そ れでも朝食は栄養的に不十分であることが認められた。

昼食の栄養診断点数は,朝食とは逆に, ミンガン大学生のほうが低い者が多 く認められた。両

大学生の食事の内容を比較 してみると (表 4), ミンガン大学生の昼食はパン, リンゴ,牛乳 ,

といった軽い食事に比べ,鳥取大学生は御飯,みそ汁,主菜という,き ちっとした食事を摂っ

ており,そ の結果栄養診断点数が高くなったものと考えられる。夕食は両大学生ともさらに高

い点数となっていた。栄養のバランスを各食毎に良 くすることは困難であり, 1日 を通 してみ

た場合にバランスがとれておれば良いと考えられる。そこで 1日 分の摂取 した食事の内容を 1・

食の時と同様に計算 し, 1日 の栄養診断点数とした (図 9)。 一応バランスのとれた 食事 とみ

なされる60点以上の者が鳥取大学生では87%であり, 1日 を通 してみた場合ほぼ良いと考えら

れるが,男女別にみると男子では60点に満たない者が30%も あり食生活を改善すべきであると

考えられる。一方, ミンガン大学生は鳥取大学生よりさらにアンバランスな食事の者が多 く認

められた。表 1に示すように 1日 の栄養診断点数は朝食摂取頻度,食事に対する考え方等 と高

い相関があり,好ましい生活を送っている者ほどバランスのとれた食事をしていると考え られ

る。

表4 食品別摂取頻度による食事内容

′尋 取 大 学 ミ シ ガ ン 大 学

順位 朝  食 昼  食 夕  食 間  食 朝  食 昼   食 夕  食 間  食

l パ ン 米 米 コ ー ヒ ー コ ー ヒ ー パ ン ト マ ト コ ー ヒ ー

マーガリン キ ャ ベ ツ キ ャ ベ ツ 牛 子し 牛 り ん ご た ま ね ぎ ク ッ キ ー

牛 に ん じん た ま ね ぎ 紅 茶 ン ヨーグル ト 鶏 肉 ポップローン

ク ッ キ ー チ ー ズ チ ー ズ チョコレート

コ ー ヒ ー た ま ね ぎ に ん じん い ち ご オレンツシュース レ タ ス パ ン り ん ご

6 き ゅ う り み そ き ゅ う り アイスクリーム ンア リアル キ レ タ ス アイスクリーム

7 レ タ ス ね ぎ み そ 夏 み か ん 砂 糖 コ ー ヒ ー 牛 クラッカー

8 キ ャ ベ ツ 豚 肉 ね ぎ チョコレート バ タ ー 午 肉 牛

9 み そ じゃがいも じゃがいも ヾ ナ ナ グレープ7ルーツ ピーナツバター 米 ナ ッ ツ

マ ヨネーズ ン 鶏 肉 ビスケット 紅 茶 全小麦パン コ ー ヒ ー チ ー ズ

パ ン じゃがいも

鳥取大学生 3日 間, ミシガン大学生2日 間の食事の内容を記入してもらい,各食事における各食品
の摂取頻度を計算し,高頻度のもの10食品を示した。

4.考

鳥取大学, ミシガン大学学生を対象とし, 日米の大学生の食生活を比較 した。その結果栄養

診断点数の低い者が日本,ア メリカ共に多 く,ア ンバランスな食生活をしている学生が多いこ

察



日米大学生の食生活の比較

とが明らかとなった。鳥取大学生のなかでは男子学生に, しかも学生寮に居住 している者にこ

のことは特に顕著であった。食事がアンバランスな原因として,欠食や食事に対する考え方が

考えられ,食物・栄養教育の重要性が指摘される。    ,
日米の学生の食事の内容には多 くの相違点が認められた。これ らの解析は現在行っている。

5.要

鳥取大学, ミシガン大学において大学生の食生活の調査を知った。朝食欠食は鳥取大学生に

多 く,そ の原因として起床時間が遅いことが考えられた。昼食欠食者はミシガン大学生に多 く

認められた。喫煙,飲酒は鳥取大学男子学生で高 く,女子学生では低かったが, ミシガン大学

生では男女差はほとんど認められず鳥取大学生の男子学生と女子学生の中間の値を示 した。食

事の内容には日米の差がはっきりと出ていた。アンバランスな食事の原因として朝食欠食,食

事に対する考え方等が考えられた。
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Absttact

The food habits oF co■ egc students was survcyedね Tottori University, Japan and univcrsity oF

Michigan,U.S,A.We have found hat 63%of male students of Tottori University did not eat break

fast.  Oniy 20,る of the fcmale students of Tottori and the students ofthe University of Michigan did not

takc break fast.  The reason of missing break fast in Tottori malc students was assuned to thc latc of

wake up tilne. The nlissing lmcals and attitudc of food● hoice caused iow point of the nutritiOnal scOre

which is posdated by Japan Nutritional Society.  The perccntage oF smoking and alcholc beverage are

high in rnalc students of Totto� and iow h female student of Tottori. Those agures are high and ao

dilfcrencc betwccn sexs in University of Mi(れigan.  The foods、 vhich vere taken tO the students of bOth

llaiversitics were very dircrent froni each other.  Thc analysis of difFerent Food pattorn will be publshed

else whcre.
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